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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

この冬の除雪計画
■問本所除雪対策本部☎内線690または各地域庁舎除雪対策本部へ

　道路には、市道、県道、国道の３種類があ
ります。このうち市では、市道部分を除雪し
ています。
　この冬は、市道延長1,528.7㎞のうち、
1,137.5㎞を除雪します。これは、前年に比
べて4.6㎞の増で、全体の約74.4％です。歩
道は、歩道延長182.8㎞のうち、約57.4％の
105.0㎞を除雪します。
　除雪は国道・県道に接続する主要幹線市道
から順に、早朝から始め、できるだけ早い時
間に完了するよう努めます。

■除雪の基準
　道路に10㎝以上の積雪がある場合、または午前７時ま
で10㎝以上の積雪が予想される場合を基本としますが、
道路・降雪状況によっても出動します。

■道路除雪以外の対策も行います
　地吹雪対策として防雪柵を約23.2㎞にわたって設置し
ます。また、凍結が予想される幹線道路の登り坂や橋及び
主要交差点等190か所で、延長25.2㎞に凍結防止剤を散布
します。

年末年始の業務

コミュニティセンター・公民館等については、地域によって一部異なります。詳しくは、各施設にお問
い合わせください。

年末年始の急な病気、歯痛は
休日夜間診療所・休日歯科診療所

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線361

ルールを守り、ごみの出し忘れにご注意を
年末年始のごみ収集

■問廃棄物対策課☎22‐2848
または各地域庁舎市民福祉課へ

市役所（本所・各地域庁舎）・上下水道部の一般業務は、一部の業務を除き、

12月29日○火～来年１月３日○日は休業します

■所在地
　総合保健福祉センター（にこ♥ふる）
■診療日
　12月31日○木～来年１月3日○日
■受付時間
　□休日夜間診療所☎23‐5678
　　午前９時～11時30分　内科、小児科（小児科医）
　　午後１時30分～４時30分　内科、小児科、外科
　　午後６時～８時30分　内科、小児科
　□休日歯科診療所☎23‐0372
　　午前９時～正午、午後１時～３時
※ 12月30日○水、１月４日○月の夜間診療は通常のとおり
行います（午後７時～９時30分）

荘内病院の外来診療
■問荘内病院医事課☎26‐5111内線6119

12月29日○火～来年１月３日○日は外来診療を休診します。

新型コロナウイルス感染症感染予防のため、受診前に必
ず電話でご連絡ください。

■ごみの収集
　□可燃ごみ（茶袋）

 12月29日○火まで
　□可燃ごみ以外（青・緑・桃・黄袋）

 　　　　　12月28日○月まで
　
※ ごみ収集カレンダーで収集日をよく確認し
て出してください。

■ごみの持込み　　12月28日○月まで
　□可燃ごみ
　　クリーンセンター【市内宝田】
　　午前８時35分～11時50分
　　午後１時～４時45分
　□不燃ごみ・粗大ごみ
　　リサイクルプラザ【市内水沢】
　　午前９時～11時50分
　　午後１時～４時30分
　※ ごみの収集・持込みは１月４日
○月から再開します。
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除雪対策本部からのお願い　快適雪国生活10か条
　もうすぐ雪の季節が到来します。こんなときこそ、
お互いの「心の温かさ」が必要ですね。
　次の10か条を守り、みんなで助け合って、冬を
快適に乗り越えましょう。

■特に
　除雪の妨げになる路上駐車は絶対にしないでくだ
さい。また、除雪機械通過後の雪は側溝や水路に捨
て、消雪道路であっても雪を道路に出さないように
お願いします。雪捨てのために側溝の蓋を開けた場
合は、危険ですので、作業後は必ず蓋を閉めてくだ
さい。命綱をつける等身の安全を確保した上で、屋
根の雪は早目に下ろしましょう。

①除雪の妨げになる路上駐
　車は絶対にやめましょう

② 危険！作業中は除雪機械
に近寄らないようにしま
しょう

③雪捨てで側溝の蓋を外し
　たら、作業後は必ず元ど
　おりに閉めましょう

■ご協力をお願いします
　除雪は雪を道路の両側に積み上げる作業となるこ
とから、玄関や車庫の前に雪を置くことになります。
このため、「出入口を塞がれた」等の苦情が寄せら
れることがありますが、市では通勤・通学や緊急車
両の走行のために除雪を行っています。
　できるだけ効率的に作業するよう努めますので、
除雪された雪の後片付けは各家庭で行っていただく
よう、皆さんのご理解とご協力をお願いします。
■もしも地吹雪で動けなくなったときは
　車を置いて避難するときは、除雪や救助の妨げに
ならないように、連絡先を書いたメモ等を車内に置
き、車の は付けたままにしておきましょう。
■雪捨て場はこちらです
▼鶴岡地域
　三川橋上流右岸

▼藤島地域
　藤浪橋上流左岸

⑤作業中の除雪機械には道を譲ってください
⑥ 道路にはみ出した枝や植木、看板等は撤去してく
ださい
⑦ 消火栓、ごみステーションの前の除雪は町内会で
協力して行ってください
⑧ 除雪機械通過後の雪の片付けはお互いに協力して
行ってください
⑨道路・消雪道路への雪の排出はやめてください
⑩ 屋根の雪や、通学路・ 道路に面したつららは早め
に取ってください

除雪機械の主な出動理由を紹介します
新雪除雪： 新しく降り積もった雪を除雪します
剥ぎ取り： 路面がガタガタ・ザクザクにならな

いよう、路面に残った雪を剥ぎ取り
ます

車道拡幅： 雪により狭くなった道路を広げ、道
幅を確保します

吹溜
だまり

処理： 道路に吹きだまった雪を取り除き通
行を可能にします

雪山取り： 交差点等にできた雪の山を崩し、見
通しを確保します

④ 高齢者世帯や母子世帯等、
除雪に困っている方には
近所で協力しましょう

雪
捨

て
場

旧羽黒第一小学校

▼羽黒地域
　羽黒町手向

雪
捨
て
場

櫛引橋西片屋 松根

赤
川

▼櫛引地域
　櫛引橋下流左岸

※ 藤島・羽黒・櫛引地域の雪捨て場は家庭用ですので、
業者の方は捨てないでください。

■問合せ
　市道の除雪については、その市道を管轄している本所または各地域庁舎
除雪対策本部へ。
□本　　所　☎25‐2111内線690　   □藤島庁舎　☎64‐5804
□羽黒庁舎　☎26‐8779　　　　　□櫛引庁舎　☎57‐2110
□朝日庁舎　☎53‐2122　　　　　□温海庁舎　☎43‐2111内線433

※ 国道は鶴岡国道維持出張所☎
22‐4739または月山国道維
持出張所☎57‐5011へ。
※ 県道は庄内総合支庁道路計画
課☎66‐2111へ。

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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　季節性インフルエンザの流行及び新型コロナウイルス感染症の感染に備えて、発熱等の症状がある方は受
診する前に、必ず電話で相談してから受診してください。

電話 電話

☆ 症状が重い、緊急性が高い場合などは、これまでどおり救急外来への相談、救急車の要請等をお願いします。

■問本所地域包括ケア推進室☎内線707

　

■問健康課☎内線373または各地域庁舎市民福祉課へ

　インフルエンザは空気が乾燥する冬に流行し、突
然の高熱、頭痛、悪寒、関節痛などの全身症状のほか、
普通の風邪と同様に鼻水や喉の痛みなどの症状が出
ることもあります。小さな子供は自分で症状を訴え
ることが上手にできないので、周囲の大人が気付き
にくく症状が悪化してしまうことがあります。また、
高齢者は症状が出にくく、呼吸器や心臓などに慢性
的な持病がある人は重症化しやすいため注意が必要
です。

インフルエンザを予防しましょう

■インフルエンザ予防のポイント
▷ こまめに手洗いをしましょう（外出後や食事前、
せき等で口や鼻を押さえた後などは石けんをしっ
かり泡立てて十分に手を洗いましょう）

▷ マスクを着用しましょう（周囲に唾が飛び散らな
いように、せきエチケットを守りましょう）
▷ 室内の乾燥に気を付け、湿度（50％～60％）を保
ちましょう
▷ 十分な休養、バランスのとれた食事を心掛けまし
ょう
▷ 流行期は人混みへの外出をなるべく避けましょう
▷ 予防接種は流行前の接種が効果的です
■体調不良を感じたら早目の受診が肝心です
 「かかったかな？」と思ったら無理をせず、早目に
医療機関を受診し、休養をとりましょう。上記記事
をご覧になり、受診する前に、必ず医療機関等に電
話で相談してから受診してください。

山形県受診相談センター☎0120‐880006
（24時間・フリーダイヤル）

かかりつけ医で受診、
または、対応可能な医療機関を紹介されます。

かかりつけ医

対応可能な医療機関を紹介されます。

発熱などの症状があるときに医療機関を受診する場合のお願い

かかりつけ医がいる場合 かかりつけ医がいない場合

発熱やせきの症状

（35）

　

11
月
5
日
、
み
ど
り
町
公
民
館
に
伺
っ
た
。

10
月
30
日
に
発
生
し
た
住
宅
火
災
に
つ
い
て
、

今
後
の
対
応
を
説
明
す
る
た
め
だ
。
市
で
は

突
然
住
む
場
所
を
失
っ
た
方
々
の
た
め
に
市

営
住
宅
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
進
め
た
。
残
さ

れ
た
大
き
な
課
題
の
一
つ
は
、
焼
け
残
っ
た

外
壁
が
落
下
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
通
行
止

め
に
し
た
市
道
の
規
制
を
い
つ
解
除
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
建
物
の
所
有
者
と

撤
去
を
担
当
す
る
事
業
者
か
ら
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
直
接
説
明

し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
外
壁
が
落
下
す

る
可
能
性
の
あ
る
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
た

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
す
る
か
も
課
題

だ
っ
た
。
市
で
は
近
隣
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

活
用
を
提
案
し
た
。
そ
の
時
、「
自
分
の
家

の
前
に
設
置
し
て
も
ら
っ
て
か
ま
わ
な
い
」

と
の
声
が
複
数
上
が
っ
た
。
市
道
の
規
制
エ

リ
ア
を
わ
ず
か
に
ず
ら
せ
ば
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
、
話

し
合
い
の
結
果
、
11
月
10
日
以
降
の
収
集
か

ら
申
出
を
頂
い
た
方
式
が
採
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

11
月
８
日
、主
要
地
方
道
鶴
岡
羽
黒
線「
羽

黒
山
バ
イ
パ
ス
」
が
開
通
し
た
。
羽
黒
山
神

路
大
橋
を
渡
り
出
羽
三
山
神
社
に
至
る
本
バ

イ
パ
ス
は
、
長
年
冬
期
間
の
通
行
に
課
題
を

抱
え
て
き
た
地
元
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
日

常
生
活
を
豊
か
に
す
る
待
ち
に
待
っ
た
道
路

だ
。
地
元
手
向
、
羽
黒
の
住
民
は
も
と
よ
り
、

鶴
岡
市
民
、
山
形
県
民
、
そ
し
て
出
羽
三
山

を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
全
国
・
世
界
中

の
人
々
に
と
っ
て
、
誇
る
べ
き
日
本
遺
産
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
す
ば
ら
し
い
イ
ン
フ
ラ

と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■問本所地域包括ケア推進室☎内線707

■問本所防災安全課☎内線179

新型コロナウイルス感染症の感染リスクが高まる「５つの場面」

　政府の「新型コロナウイルス感染症対策分科会」は「感染リスクが高まる『５つの場面』」を提言しました。
次の５つの場面に気を付けて感染の拡大を防止しましょう。また、会食などをするときは感染リスクを下
げる工夫をして楽しみましょう。

出典：「分科会から政府への提言　感染リスクが高まる『５つの場面』と『感染リスクを下げながら会食を楽しむ工夫』」

コロナに関する差別・偏見をなくしていくために

メッセージリレー №５

　

平
成
2
年
度
の
事
業
開
始
か
ら
30
年
、
聖

な
る
山
々
の
紅
葉
の
中
で
行
わ
れ
た
式
典
は
、

厳
か
な
中
に
、
地
元
の
方
々
と
共
に
創
り
上

げ
ら
れ
た
温
か
な
も
の
と
な
っ
た
。
明
年
の

出
羽
三
山
丑
歳
御
縁
年
に
向
け
て
、
羽
黒
山

神
路
大
橋
の
橋
名
応
募
受
賞
者
が
参
列
し
、

地
元
小
中
学
生
に
よ
る
御
神
楽
舞
の
披
露
、

手
向
地
区
の
ご
家
族
３
代
の
ご
夫
婦
の
皆
様

に
よ
る
渡
り
初
め
な
ど
、
過
去
を
振
り
返
り
、

現
在
を
生
き
、
そ
し
て
未
来
に
つ
な
が
る
式

と
な
っ
た
。
秀
逸
だ
っ
た
の
は
、
羽
黒
高
校

ア
ナ
ウ
ン
ス
研
究
会
の
阿
部
光
莉
さ
ん
と
今

井
祐
花
さ
ん
の
司
会
。
二
人
の
流
れ
る
よ
う

な
心
地
良
い
声
が
会
場
に
響
い
た
。
前
週
の

11
月
2
日
に
は
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車

道
国
道
７
号
大
岩
川
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
て

い
る
。
道
路
の
更
な
る
整
備
は
市
の
発
展
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
よ
り

良
い
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完
成
に
向

け
て
、
引
き
続
き
国
・
県
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

市
行
政
の
特
徴
は
総
合
行
政
に
あ
る
。
国

の
行
政
機
関
は
担
当
す
る
分
野
ご
と
に
、
農

林
水
産
省
や
文
部
科
学
省
と
い
っ
た
よ
う
に
、

専
門
性
を
発
揮
す
る
こ
と
に
優
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
市
の
行
政
は
、
住
宅
、
福
祉
、

廃
棄
物
、
道
路
な
ど
な
ど
、
住
民
生
活
の
基

礎
的
な
サ
ー
ビ
ス
か
ら
国
や
県
と
連
携
し
た

専
門
性
の
高
い
も
の
ま
で
幅
が
広
く
、
正
に

総
合
的
な
行
政
の
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

掛
け
替
え
の
な
い
一
瞬
一
瞬
、
毎
日
を
懸
命

に
生
き
る
現
場
の
声
を
受
け
止
め
、
で
き
る

こ
と
に
取
り
組
む
姿
勢
が
重
要
だ
。
市
民
の

幸
せ
の
た
め
に
、
住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近

な
行
政
機
関
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
。

本
紙
11
月
号
に
掲
載
し
た
「
市
長
の
一
筆

入
魂
（
８
ペ
ー
ジ
）」
に
「
玉
泉
寺
」
と

あ
る
の
は
「
玉
川
寺
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　私たちはこの１年で不安や活動の自粛と
戦ってきました。それは感染者や濃厚接触
者、医療従事者の方々も同じです。今、私
たちに何ができるのか。それは差別や偏見
をすることではないです。一人ひとりが他
人を思いやることで新型コロナに立ち向か
えると思います。１日でも早く終息するよ
うに支え合い協力しましょう。

東京2020オリンピック
アーチェリー競技日本代表候補
中村 美樹　さん

【場面１】 飲酒を伴う懇親会等
▷ 飲酒の影響で注意力が低下しま
す。また、聴覚が鈍くなり、大
きな声になりやすくなります
▷ また、回し飲みや箸などの共用
が感染のリスクを高めます

【場面４】狭い空間での共同生活
▷ 狭い空間での共同生活は、長時間にわた
り閉鎖空間が共有されるため、感染リス
クが高まります

【場面５】居場所の切り替わり
▷ 仕事での休憩時間に入ったときなど、居
場所が切り替わると、気の緩みや環境の
変化により、感染リスクが高まることが
あります

【場面２】 大人数や長時間に及ぶ飲食
▷ 長時間に及ぶ飲食、接待を伴う飲食、　
深夜のはしご酒では、短時間の食事
に比べて、感染リスクが高まります
▷ 大人数の飲食では、大声になり飛
沫（ひまつ）が飛びやすくなるため、
感染リスクが高まります

【場面３】マスクなしでの会話
▷ マスクなしに近距離で会話をす
ることで、飛沫感染やマイクロ
飛沫感染での感染リスクが高ま
ります
▷ 車やバスで移動する際の車中で
も注意が必要です
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■問本所課税課☎内線201

合計所得金額が2,500万円を超える場合は、調整控除の適用外となります。　　　

調整控除の改正

給与所得控除・公的年金等控除から基礎控除への振替により扶養親族等の合計所得金額要件を見直します。

非課税基準・扶養控除等の合計所得金額要件等の改正

控除・措置名 要件等
配偶者控除、扶養控除 前年の合計所得金額48万円以下
配偶者特別控除 前年の合計所得金額48万円超133万円以下
勤労学生控除 前年の合計所得金額75万円以下
家内労働者等の所得計算の特例 必要経費に算入する金額の最低保証額55万円
障害者、未成年者、寡婦及びひと
り親控除に関する非課税措置 前年の合計所得金額135万円以下

非課税限度額　
均等割

合計所得金額≦ 基本額29万円×（同一生計配偶者+扶養人数+１）
+17万円＋10万円

※扶養者がいない場合は基本額29万円＋10万円

所得割
総所得金額等≦ 基本額35万円×（同一生計配偶者+扶養人数+１）

+32万円＋10万円
※扶養者がいない場合は基本額35万円＋10万円

本人合計所得金額 500万円以下
配偶関係 死別・生死不明 離別 未婚

扶養親族
あり

子（生計が一） 30万円 30万円 30万円
子以外 26万円 26万円 ―

　なし 26万円 ― ―
寡婦控除

ひとり親控除

　新型コロナウイルス感染症に関する政府の自粛要請
を受けて中止された芸術文化・スポーツイベントにつ
いて、チケット代の払戻しを受けない（放棄する）こ
とを選択した場合に、その金額（年間合計20万円まで）

を寄附金とみなし、税額控除を受けることができます。
控除額： （「対象チケット代金合計額」または「総所得金

額等×30％」のいずれか少ない金額－2,000
円）×10％

指定行事の中止等により生じた入場料払戻請求権を放棄した場合の寄附金控除の特例

健
康
・
福
祉

健
康
診
査
受
診
意
向
調
査
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

来
年
度
に
市
民
の

皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う

に
健
康
診
査
を
受
診

す
る
か
を
把
握
す
る

た
め
の
調
査
書
で
す
。

40
歳
以
上
の
男
性
ま

た
は
20
歳
以
上
の
女
性
の
方
が
い
る
世
帯
に

送
付
（
世
帯
主
宛
）
し
て
い
ま
す
。
健
診
内

容
や
記
入
の
仕
方
等
に
つ
い
て
、
同
封
の
説

明
書
を
確
認
し
、
12
月
24
日
○木
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
昨
年
度
の
登
録
内
容
に
変
更

が
な
い
場
合
は
提
出
不
要
）。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

所
得
税
等
の
申
告
用
に 

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
発
行
し
ま
す

■対
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
（
要
支
援
認

定
は
除
く
）
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ

の
方
を
扶
養
し
て
い
る
方
（
認
定
書
は
後
日

郵
送
）　

■持
介
護
保
険
証　

■申
本
所
長
寿
介

護
課
☎
内
線
１
８
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

高
齢
者
世
帯
等
に
屋
根
の
雪
下
ろ

し
費
用
（
一
部
）
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市
民
税
非
課
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令和３年度の市・県民税は、令和２年分の所得及び控除を基に計算されます 
令和３年度から適用される主な市・県民税の税制改正

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

給与所得控除・公的年金等控除から基礎控除への振替

給与所得控除・公的年金等控除について一律10万円引き下げるとともに、基礎控除を10万円引き上げます。

給与所得控除の改正
▷給与所得控除を10万円引下げ
▷ 控除額の上限が適用される給与等の収入額を1,000
万円から850万円に、上限額を220万円から195万
円に引下げ
公的年金等控除の改正
▷公的年金等控除を10万円引下げ
▷ 公的年金等の収入金額が1,000万円以上の控除額に

195万5,000円の上限を設定
▷ 公的年金等以外の所得金額が1,000万円を超える場
合は控除額を引下げ
基礎控除の改正
▷基礎控除を10万円引上げ
▷ 合計所得金額が2,400万円を超える場合はその金額
に応じて控除額が段階的に減少、2,500万円を超え
る場合は適用外

所得金額調整控除の創設

▷ 給与収入金額が850万円を超え、①～③のいずれか
に該当する場合
　①自身が特別障害者に該当する
　②23歳未満の扶養親族を有する
　③ 特別障害者である同一生計配偶者または扶養親族
を有する

　控除額：（給与収入※－850万円）×10％　

　　　　　※ 給与収入が1,000万円超の場合は1,000
万円

▷ 給与所得及び公的年金等雑所得があり、その合計額
が10万円を超える場合
　控除額：（給与所得+公的年金等雑所得）－10万円
　　　　　※ 給与所得及び公的年金等雑所得が10万

円を超える場合は10万円

下記に該当する場合は、給与所得から所得金額調整控除を控除します。

　婚姻歴の有無や性別に関わらず、生計を一にする子
（前年の総所得金額等が48万円以下でほかの者の同一
生計配偶者や扶養親族になっていない者）を有し、合
計所得金額500万円以下のひとり親は、ひとり親控除
（控除額30万円）を適用します。
　夫と死別・離別、または生死不明の上記以外の寡婦

については、引き続き控除額26万円を適用し、子以
外の扶養親族を有する寡婦についても所得制限（合計
所得金額500万円以下）を設定します。
※ 住民票の続柄に「夫（未届）」「妻（未届）」と記載
がある方は対象外

ひとり親控除の創設、寡婦（夫）控除の見直し

税
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）
で
、
自

力
で
の
雪
下
ろ
し
が
困
難
な
方　

①
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯　

②
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
世
帯　

③
18
歳
未
満
の
児

童
の
み
を
有
す
る
母
子
世
帯　

④
世
帯
主
が

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神

保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
世
帯　

■

助
成
額　

１
回
に
つ
き
最
高
１
万
６
、
０
０

０
円　

■申
雪
下
ろ
し
作
業
の
前
に
各
地
区
民

生
委
員
・
児
童
委
員
へ（
雪
下
ろ
し
業
者
へ

の
作
業
依
頼
は
各
自
）　

■問
本
所
長
寿
介
護

課
☎
内
線
１
９
３
、

本
所
福
祉
課
☎
内

線
１
３
７
、
本
所

子
育
て
推
進
課
☎

内
線
１
５
０
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

身
体
障
が
い
者
友
愛
訪
問
事
業

　

在
宅
身
体
障
害
者
の
方
を
身
体
障
害
者
相

談
員
が
訪
問
し
、
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と

や
要
望
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
12
月
15
日
○火
ま
で　

■申
本
所
福
祉
課
☎
内

線
１
３
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ

年
金
・
税

保
険
料
の
未
納
・
免
除
期
間
等
が
あ
る
方
へ

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

　

60
歳
ま
で
に
保
険
料
の
未
納
・
免
除
期
間
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が
あ
る
方
は
、
60
歳
以
降
で
も
任
意
加
入
し

て
不
足
分
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き

な
い
方
は
65
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
、

65
歳
ま
で
任
意
加
入
し
て
も
受
給
資
格
期
間

（
１
２
０
月
）
を
満
た
さ
な
い
方
は
70
歳
に

達
す
る
月
の
前
月
ま
で
、
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
厚
生
年
金
・
共

済
組
合
加
入
者
及
び
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上

げ
受
給
者
は
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐

５
０
４
０
、
本
所
国
保
年
金

課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

12
月
は
県
内
一
斉
の
納
税
推
進
強
調
月
間
で
す 

市
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

　

市
税
は
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
自
主
的

に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
市
税
の
納

付
に
は
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
便

利
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
納
期
限
を

過
ぎ
る
と
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
た
人
と

の
公
平
を
図
る
た
め
、
本
来
納
め
る
べ
き
税

額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
発
生
し
た
り
、
差
押

え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
２
１
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
用
に
納
付
額
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す

　

今
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
納
付
さ
れ

た
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
「
納
付
額
通
知
書
」

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

令和２年度鶴岡市卓越技能者表彰　受賞者を紹介します
■問本所商工課☎内線563

市では、優れた技能で産業界の発展に貢献している方を「卓越技能者」として表彰しています。

〈和服仕立織〉　伊藤 由美 氏（58歳・砂川）
　市内和裁所で勤務しながら、技術の研
さんと知識の習得に励み、職業和裁技術
検定２級や和裁技能士検定２級、和裁教
員免許証を取得し、全国和裁技術コンク
ールに参加するなど、技能の向上に努め
ています。
　独立後は、和裁所での経験を生かしな

がらさらに自らの技術を磨き、県外からの仕立依頼も多く、
現在は新しい着物の製作に加え、古い着物をリメイクする作
業も手掛けています。

　日本和裁士会山形県支部の理事などを
務め、日本の伝統の反物から仕立てる着
物の良さを伝えるため、市内外で開催さ
れる催しにも積極的に参加し、幅広い年
代に対し、普及啓発を含めて和装の魅力
を発信してます。
　同支部の活動を通じて、会員への技術
指導と知識の伝達に励み、後進の育成に
も熱心に取り組んでいます。

〈建築大工〉　鈴木 二三男 氏（67歳・倉沢） 
　中学卒業と同時に大工へ弟子入りし、
日々の仕事の中で経験を積み上げ、大工
及び宮大工としての技術の研さんと知識
の習得に励み、二級建築士、一級建築施
工管理技士、職業訓練指導員免許証など
を取得しました。
　豪雪地帯に住むことから、雪による住

民の肉体的・精神的負担を軽減するため、独自に克雪対応の
住宅を設計・建築するほか、市内外の神社の新築及び増改築
にも従事しました。

　田川建設労働組合朝日支部長や出羽商
工会の青年部長、理事などを務め、各団
体の活動を通じて、職人同士の相互交流
や技術の発展、業界の活性化に貢献して
います。
　また、建設会社の代表取締役として従
業員の技術指導に力を注ぎ、これまでに
２人が独立するなど、後進への技術の伝
承や知識の伝達にも精力的に取り組んで
います。
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で
き
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
事
前

に
不
妊
、
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。
不
幸

な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
管
理
す
る
こ
と

も
愛
情
で
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
１

け
が
を
し
た
野
生
の
鳥
獣
な

ど
を
見
付
け
た
ら

　

野
生
の
鳥
獣
は
、
様
々
な
病
原
菌
を
持
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し
て
触

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
負
傷
・
衰
弱
し
た
野

生
鳥
獣
は
、
弱
っ
て
い
て
も
自
然
に
回
復
す

る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

重
症
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
本
所
農
山
漁

村
振
興
課
☎
内
線
５
１
７
、
各
地
域
庁
舎
産

業
建
設
課
ま
た
は
庄
内
総
合
支
庁
環
境
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
審
な
漂
流
物
や
人
物
を
見
掛

け
た
ら
近
づ
か
ず
通
報
を
！

　

木
造
船
等
の
不
審
な
漂
流
・
漂
着
物
や
不

審
な
人
物
を
見
付
け
た
ら
、
近
づ
か
ず
、
す

ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
陸
上
は
１
１
０
番
（
警
察
）

▽
海
上
は
１
１
８
番
（
海
上
保
安
庁
）

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

使
用
済
小
型
家
電
の 

無
料
回
収
を
実
施
し
ま
す

■日
12
月
14
日
○月
〜
来
年
１
月
15
日
○金
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
（
29
日
〜
31
日
を
除
く

平
日
）　

■
回
収
品
目　

パ
ソ
コ
ン
と
周
辺

機
器
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
モ
ニ
タ
ー
、
プ
リ
ン

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

令和２年度高山樗牛賞　受賞者を紹介します
■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4867

　高山樗牛賞は、庄内が生んだ明治の文豪・高山樗
牛の偉業を顕彰し、地方文化の向上に資するため、
昭和33年に設けられました。庄内全域を対象とし
て、文芸・評論・作文等の制作実績において地方啓
発に著しく功績があった方に贈られます。

　また、高山樗牛奨励賞は、次代を担う児童生徒を
対象に、文芸・評論・作文等において優秀な作品を
発表した方に対し授与するものです。
　今年度、高山樗牛奨励賞の該当者はいませんでし
た。

〈高山樗牛賞〉　阿蘇  豊 氏（70歳・酒田市光ケ丘）
　昭和25年遊佐町生まれ。日本現代詩
人会、山形県詩人会会員。日本現代詩歌
文学館評議員。高校３年生の頃、現代国
語の教科書に載っていた現代詩と出会
い、強烈な印象を受け詩を作り始めまし
た。それ以降、心を奪われた詩に出会っ
ては自分でも詩を作り、雑誌に発表する
ことが習いとなりました。酒田市を中心
に活動する詩誌『シテ』代表を務め、25

時に皮肉を交えた分かりやすい作品で、
誰でも詩の魅力を享受できます。また、
日本語教師として長く海外に暮らしたこ
ともあり、独自の視点、異国情緒が行間
からにじみ出るような印象を与えます。
詩の朗読や講演など詩をテーマにしたイ
ベント開催に関わり、詩を中心に自身が
得たものを広く地域に還元しています。
　以上のように、氏の積年の文芸活動は、
地方文化の啓発向上に大きく寄与し、そ
の功績は顕著なものがあります。　

号まで発行を続けています。身近な題材をテーマにした詩は、
リズミカルで歯切れがよいのが特長。さりげないユーモアと、

を
来
年
１
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
用
と
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
こ

の
通
知
書
は
、
口
座
振
替
、
窓
口
納
付
を
し

た
方
全
員
に
お
送
り
し
ま
す
。
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
の
方
に
は
、
市
か
ら
の
納
付
額
通

知
書
の
送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
年
金
の

源
泉
徴
収
票
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
末
調
整
用
に
納
付
金
額
を
知
り

た
い
方
は
、
各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■問
国
民
健
康
保
険
税
…
本
所
納
税
課
☎
内
線

２
１
９　

介
護
保
険
料
…
本
所
長
寿
介
護
課

☎
内
線
１
８
３　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

…
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
６

生
活

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
街
に 

不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

　

家
庭
で
の
猫
は
ペ
ッ

ト
と
し
て
家
族
同
様
に

飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
飼
い
方
を
誤

れ
ば
、
近
所
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
に
な
っ
た
り
、

本
来
愛
さ
れ
る
べ
き
猫
を
不
幸
に
し
て
し
ま

っ
た
り
し
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
に
は
、

そ
の
ペ
ッ
ト
の
命
を
預
か
る
責
任
、
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
る
等
の
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

　

猫
は
年
に
２
、
３
回
出
産
し
ま
す
。
生
ま

れ
て
く
る
子
猫
を
全
部
、
終
生
飼
う
こ
と
が

で
き
な
い
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
す
こ
と
が
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■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
に

　

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

寒
さ
が
進
み
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会

が
増
え
て
き
ま
す
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
注
意

事
項
や
薪ま

き

ス
ト
ー
ブ
の
設
置
方
法
を
確
認
し

安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
石
油
ス
ト
ー
ブ
へ
の
給
油
は
完
全
に
火
が

消
え
て
か
ら
行
い
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク

の
キ
ャ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
閉
め
る

▽
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
ス
ト
ー
ブ
を
使

用
し
な
い
（
洗
濯
物
も
火
災
の
原
因
に
な
り

ま
す
）　

▽
燃
料
を
確
認
す
る
（
灯
油
と
ガ
ソ
リ
ン
を

間
違
え
る
と
大
変
危
険
で
す
）

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

付
い
て
い
ま
す
か
？ 

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
防
本
部
管

内
（
本
市
・
三
川
町
）
の
今
年
７
月
１
日
現

在
の
推
計
設
置
率
は
82
％
で
す
。
ま
だ
設
置

し
て
い
な
い
家
庭
は
、
早
急
に
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
池
切
れ
や
電
子
部
品
の
劣
化
に

よ
っ
て
、
警
報
器
が
火
災
を
感
知
し
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
設
置
か
ら
10
年
を
目

安
に
本
体
の
交
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

適
切
に
作
動
す
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
点
検

と
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
設
置
場
所
　
全
て
の
寝
室
（
２
階
に
寝
室

タ
ー
、
ス
キ
ャ
ナ
ー

は
不
可
）、
携
帯
電

話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
、
ゲ
ー
ム

機
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ

ヤ
ー
、
地
デ
ジ
・
Ｂ
Ｓ
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ワ
ー

プ
ロ（
こ
の
８
品
目
以
外
は
回
収
し
ま
せ
ん
）　

■場
・
■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
機
器

に
記
録
し
て
あ
る
個
人
情
報
等
は
事
前
に
消

去
し
て
く
だ
さ
い

限
り
あ
る
み
ん
な
の
貴
重
な
資
源 

地
下
水
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

　
駐
車
場
の
消
雪
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
地

下
水
は
限
り
あ
る
み
ん
な
の
貴
重
な
資
源
で

す
。
今
後
も
安
定
的
・
永
続
的
に
利
用
し
て

い
く
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
大

事
で
す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
内
「
庄
内
南
部
地
域
地
下
水

利
用
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
２
０

12
月
は「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
・
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」 

き
れ
い
な
大
気
が
地
球
温
暖
化
の
ブ
レ
ー
キ
で
す

　
冬
季
は
、
暖
房
器
具

や
自
動
車
を
多
く
使
う

こ
と
や
、
気
象
現
象
の

影
響
等
に
よ
り
大
気
汚

染
物
質
濃
度
が
高
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
電
気
や
石
油
の
消
費
量
が
増
え
れ
ば
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
も
増
加
し
ま
す
。
大
気
汚
染
と
温

暖
化
の
防
止
の
た
め
、
家
庭
や
職
場
等
で
地

球
環
境
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践

し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
化
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８

「
つ
い
う
っ
か
り
」が
大
き
な
環
境
汚
染
に
つ
な
が
り
ま
す 

油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
を

▼
家
庭
で
は　

▽

灯
油
を
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
か
ら
ポ
リ
容

器
等
に
小
分
け
す

る
際
は
絶
対
に
そ

の
場
を
離
れ
ず
、

最
後
に
元
栓
を
し
っ
か
り
と
閉
め
る　

▽
ホ

ー
ム
タ
ン
ク
の
周
囲
は
除
雪
を
こ
ま
め
に
行

い
、
落
雪
に
よ
る
開
栓
や
機
器
の
破
損
を
予

防
す
る　

▽
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
に
腐
食

や
亀
裂
が
な
い
か
を
点
検
す
る
（
地
中
に
埋

設
し
て
い
る
配
管
は
特
に
注
意
す
る
）　

▽

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
下
に
防
油
堤
を
設
置
す
る
。

ま
た
、
給
油
栓
に
自
動
停
止
給
油
器
を
取
り

付
け
る

▼
事
業
所
で
は　

▽
機
械
類
か
ら
油
漏
れ
が

な
い
か
、
配
管
に
腐
食
や
亀
裂
が
な
い
か
を

点
検
す
る　

▽
油
分
離
槽
は
適
正
に
管
理
し
、

油
汚
泥
は
定
期
的
に
処
理
す
る　

▽
廃
油
の

処
分
は
処
理
業
者
に
委
託
す
る

▼
油
漏
れ
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は　

消
防

署
通
信
指
令
課
☎
22
‐
８
３
２
１
ま
た
は
本

所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８
へ
直
ち
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。
対
応
が
遅
れ
る
ほ
ど
復
旧
が

困
難
に
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
・
雪
の
事
故
に
注
意
！

　
　

冬
の
事
故
を
防
止
し
よ
う

▼
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う

　
冬
は
路
面
の

凍
結
や
吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
等
で
交
通
事

故
が
多
発
す
る
季
節
で
す
。
５
分
早
目
に
行

動
し
、
歩
行
者
へ
の
思
い
や
り
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
12
月
11
日
○金
〜
20
日

○日
は
「
冬
道
の
交
通
事
故
安
全
強
化
旬
間
」

実
施
期
間
で
す
。
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
年
末
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で

す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
雪
の
事
故
を
防
止
し
よ
う
　
路
面
凍
結
時

の
転
倒
や
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
、
雪
下
ろ
し

時
の
転
落
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
（
市
HP
に

雪
下
ろ
し
業
者
一
覧
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）。　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
９

そ
の
火
事
を 

防
ぐ
あ
な
た
に 

金
メ
ダ
ル 

年
の
瀬
も
〝
火
の
用
心
〞

　

何
か
と
慌
た

だ
し
い
年
末
は
、

火
の
元
が
お
ろ

そ
か
に
な
り
が

ち
で
す
。
家
族

み
ん
な
で
火
事

を
出
さ
な
い
よ

う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

　

▽
調
理
中
に
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離
れ
な
い

　

▽
外
出
時
や
就
寝
前
に
は
火
の
元
を
確
か
め

る

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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が
あ
る
場
合
は
階
段
の
上
部
に
も
設
置
が
必

要
）。
台
所
へ
の
設
置
は
任
意　

■問
消
防
本

部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

冬
の
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

冬
は
感
染
性
胃

腸
炎
に
よ
る
患
者

が
増
加
し
、
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
発
生
の
危

険
性
が
高
ま
る
時

期
で
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
の

予
防
に
は
、
石
け
ん
を
使
っ
た
手
洗
い
が
効

果
的
で
す
。
ト
イ
レ
の
後
、
調
理
や
食
事
の

前
に
は
、
必
ず
手
洗
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
品
を
調
理
す
る
際
は
、
十
分
に
加

熱
（
中
心
温
度
85
℃
〜
90
℃
で
90
秒
以
上
）

し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
１

年
末
年
始
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ス
ト
ッ
プ
！
う
そ
電
話
詐
欺

▽
オ
レ
オ
レ
詐
欺
「
そ
の

電
話
、
本
当
に
あ
な
た
の

家
族
か
ら
で
す
か
？
」

▽
還
付
金
詐
欺
「
そ
の
電

話
、
本
物
の
職
員
か
ら
で

す
か
？
」

▽
金
融
商
品
等
取
引
詐
欺
「『
必
ず
儲
か
る
』。

そ
の
話
、
本
当
で
す
か
？
」　

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
、
鶴
岡
警
察

署
☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
8

 市ホームページ有料広告募集
■問本所総務課☎内線316

■掲載箇所　市ホームページのトップページ下部等
■規格　　　 縦40ピクセル×横170ピクセル、GIF（アニメ

ーションは不可）またはJPEG、10キロバイト
以内

■掲載期間　 原則、月の初日～末日の１か月単位（最長12
か月）　

■掲載料（１枠当たり）　月額１万円
■申込み　　 鶴岡市広告掲載要綱、鶴岡市ホームページ広告

掲載要領を確認の上、掲載開始希望日の１か月
前までに広告掲載申込書（関係書類を添付）を
同課へ　

■その他　　 市HP。バナーの作成及びその費用は広告主の
負担です

　ホームページをお持ちの企業、事業所の皆さん、市ホーム
ページのトップページに「バナー広告」を掲載して事業をＰ
Ｒしませんか。市ホームページのトップページは、令和元年
11月～２年10月の間で、月平均約11万1,000件（総計133
万件）のアクセスがあります。

▲掲載箇所

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

そ
の
他

心
当
た
り
の
個
人
・
団
体
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
　

鶴
岡
市
民
憲
章
実
行
顕
彰
候
補
者
募
集

　

鶴
岡
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で
は
、
地
域

で
善
行
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

▼
一
般
実
行
顕
彰
　
■対
長
年
に
わ
た
っ
て
地

域
等
で
市
民
憲
章
の
推
進
に
貢
献
・
尽
力
し

て
い
る
市
民　

■申
来
年
２
月
１
日
○月
ま
で

■
表
彰
　
来
年
５
月
の
総
会
開
催
時
に
表
彰

■申
本
所
総
務
課
内
「
鶴
岡
市
民
憲
章
推
進
協

議
会
」
事
務
局
☎
内
線
３
１
９

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
の
う
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
で
、
次
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
　
■内
エ
ア
コ
ン
ほ

か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備

品
の
整
備
（
東
南
地
区
自

治
会
）　
■問
櫛
引
庁
舎
総

務
企
画
課
☎
内
線
２
１
４

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業

　
■内
会
議
用
テ
ー

ブ
ル
ほ
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
備
品
の
整
備
（
温
海

川
自
治
会
）　
■問
温
海
庁

舎
総
務
企
画
課
☎
内
線
３

２
３

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
>
    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>
>
    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


